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万円

年 度予 算平成 6

億

一般会計総額

土木資
3億7.885万円
(4.9%) 

公債費
5億3.714万円
(6.9%) 

町制施行40周年を迎え

福祉・環境・未来を
見つめた予算です

1町長の施政方針1

朝日町の平成6年度の予算が決まりましだ。

これは「豊かで活力ある郷土、あさひH の実

現」を目指して、向こう1年間の「町の台所J

をまかなうもので、私たちの暮らしと深いつ

ながりがあります。

会回は、この新しい予算がどのように使わ

れるのか、その概要を紹介します。

こ
れ
は
、

3
月
議
会
定
例
会
で
魚
津
町

長
が
表
明
し
た
「
施
政
方
針
」
の
中
か
ら

施
策
の
概
要
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

町
政
は
着
実
に
前
進

私
は
町
政
の
執
行
に
あ
た
り
、

町
民
総

参
加
の
町
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
諸
施

策
の
推
進
に
全
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

昨
年
は
、
さ
み
さ
と
小
学
校
の
建
設
や

文
化
体
育
セ
ン
タ
ー
「
サ
ン
リ
1
ナ
」
の

娃
設
に
若
乎
し
た
ほ
か
、
泊
駅
前
広
場
や

停市中
州場
米
平
野
山
献
の
幣
備
工
事
も
着
実
に

進
み
ま
し
た
。

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
の
建
設
や
、
北
陸

自
動
車
道
の
四
車
線
化
、
大
規
模
林
業
閤

開
発
林
道
判
H
－
大
山
線
と
い

っ
た
大
型

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
相
次
い
で
着
工
と
な
り
、

社
会
基
盤
の
繋
備
充
実
に
向
け
大
き
く
前

進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

夢
と
希
望
あ
る
予
算
巴

今
年
度
は
、

の
年
を
迎
え
、

各会計の予算額は？

町
制
施
行
刊
同
年
の
節
目

町
民
の
皆
さ
ん
総
参
加
の

-

7 ,000 I・・・・0……・・ …ー e・.....・I-一一 ート・＋・山ゆ……

一般会計の推移（最近 5年間）

3,000 

苔万円

前
年
度
並
の
大
型
予
算

般
会
計
の
総
組
は
、
打
億
3
、

1
万
円
。
前
年
度
当
初
よ
り
0
・
6
%増

と
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
り
ま
し
た
が
、
ニ
年

述
統
で
大
型
の
チ
算
と
な
り
ま
し
た
。

蔵
人
で
は
、

地
方
交
付
税
が
念
体
構
成

比
の
お

・
9
%、
町
税
が
お

・
0
%と、

こ
の
2
つ
で
歳
入
全
体
の
約
半
分
を
占
め
、

こ
れ
に
町
償
、
凶

・
県
支
出
金
が
続
き

ま
す
。

FH
、
歳
山
で
は
教
育
費
が
お

・

8
%と
品
も
多
く
、
以
下
、
民
佐
賀
、
総

務
費
が
続
き
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど

の
特
別
会
計
の
総
額
は
、
0
・
4
%増
の

幻
億
4
5
5
万
円
、
あ
さ
ひ
総
合
病
院
事

業
会
計
は
、

1

・
8
%減
の
お
億
9
、
8

9

5
万
円
と
な
り
、
会
会
計
を
合
わ
せ
る

と
、
1
3
4
億
3
、
4
7
1
万
円
と
な

っ

l 
2 

て
い
ま
す
。

記
念
事
業
に
取
り
組
む
な
ど
、

ら
な
る
飛
躍
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
の
実
施
や
、

在
宅
ね
た
き
り
老
人
等
の
住
宅
改
善
、
ぃ
ハ

十
歳
以
上
の
・
方
を
対
象
と
し
た

H

菊
翠
カ

ッ
プ
。
ビ

l
チ
ポ

l
ル
全
国
大
会
の
開
催
、

リ

ハ
ビ
リ
タ
ク
シ
ー
の
実
施
や
二
歳
未
満

児
ま
で
を
対
象
と
し
た
医
療
費
の
無
料
化

と
い
っ
た
長
寿

・
福
祉
社
会
に
対
応
し
た

施
策
に
取
組
む

一
応
、
水
き
り
ネ
ッ
ト
の

全
戸
配
布
や
生
活
排
中
小
対
策
推
進
事
業
の

実
施
、
日
林
間
か
な
ま
ち
づ
く
り
竹
符
接
金

の
創
設
と
い
っ
た
環
境
を
考
え
た
施
策
に

も
取
り
制
み
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
山
村
地

域
間
性
化
促
進
調
作
や
リ

l
デ
ィ
ン
グ

・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
計
同
の
策
定
な
ど
の

新
規
事
業
も
雌
り
込
む
な
ど
、
生
活
に
街

若
し
た
福
祉
と
環
境
、

町
の
将
米
を
考
え

た，
T
算
編
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
次
ペ

ー
ジ
で
は
、
今
年
皮
の
抜
山

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
、
私
が
拘
げ
る
施

策
に
し
た
が
い
説
明
し
ま
す
。

郷
土
の
さ

大特別会計総額 31億 455万円

－国民健康保験 10億7.邸万円

．老人保健医療事業

18億8.143万円

・笹川診療所 1.140万円

・宮崎診療所 卜050万円

・境診療所 I .350万円

・山崎診療所 2.442万円

・簡易水道 4.164万円

．公共用itll先行取得等事業

4.021万円

・南保外二地区用水 428万円

・加藤奨学資金 町万円

77憶3.121万円会一般会計総額

25憶9.895万円

134億3.471万円

会病院事業会計

（企業会計）

総合計

-
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77億3121万円

の

使いみち

活気と魅力に
満ちたまちづく り

灘 農林水産業費・商工費 鎗

農業では、民地流動化 ・集落営農

などの推進を図り、低コスト化 ・省

力化に努めます。また歴史公園周辺

整備にあわせ、地域特産物の奨励、

伝統文化の保存や都市との交流等を

図るとともに、町民の皆きんが自ら

栽培し収穫の喜ぴを味わうことがで

きる朝日町民農園 「なないろ農閣」

を新たに開設します。

林業では、大規模林道朝日 ・大山

線や、烏帽子山線の事業促進に努め

る一方、間伐実施事業や県単独育林

事業にも積極的に取り組みます。

水産業では、引き続き宮崎漁港整

備事業の促進に努めるとともに、っ

くり育てる漁業の推進のため種萌放

流事業に対して助成を行います。

商工業では、小口事業資金の預託

金を増額して貸付枠を拡大するなど

経営の安定の助長に努めます。また、

商店街の活気を助長する「にぎわい

創出事業」に助成するなど、商工業

振興に積極的に取り組みます。

観光では、滞在型通年観光をめざ

し、宣伝キャンぺーンなどによる積

極的な観光客誘致に努めるほか、新

たに観光ポスターを作成するととも

に、町内の観光案内などを行う「い

きいき富山 PRボランテ ィア育成事

業」を実施します。

ー地域の特性を生かし定

農称水産業の振興＝

o／）＇＜旧営農活性 化対策 8,657千円

。農道整備事業 75,348千円

[ 1 ・ ~…「＇） ーデイング プロジ
町政の推進のために ｜ ェク ト」 の指定を受 ~t、将来のまち

J iづくりの新しい方向を見いだすとと

務 総務費等 襲警 ；もに、朝日町新総合計画の改定に向

まちづくり奨励事業を引き続き実

施し、各地区の活動に補助金を交付

するなど、自主的・主体的な地域づ

くりを支援します。

また、先導的な地域づく 1）の支援

けて、各種の調査を実施します。

「町長と話す集い」「町長と話す日」

「町長へのたより」についても引き続

き実施するなど、温かい心の通う岡J政

を推進します。

＝町政の推進＝

。まちづくり奨励事業 2,000千円

。リーディング ・フ。ロジェクト

推進計画策定 15,000千円

。総合計画策定

。広域行政の推進

。OA化推進事業

1,000千円

145,678千円

42,585千円

。農村総合整備事業 25,660千円

。林道事業 45,434千円

。林業集落定住基盤整備事業

64,352千円

。山村振興事業 12,224千向

。宮崎漁港整備事業 30,000千同

＝活気iこ満ちだ商工業の振興＝

。あさひまつり ・むらおこし事業

2,450千円

。にぎわい創出事業 2,500千円

＝魅力あふれだ特色ある

観光の開発＝

。県立l当然公開施設整備事業

10,000千円

。ウインターフェステ ィパル’95

2,000千円

。観光ポスター製作 1,000千円

町制施行40周年
記念事業

務 総務費 襲警

今年は、朝日町が誕生して40周年

の記念すべき節目の年を迎えること

から、記念式典をはじめ、イメ ージア

ップ、文化、 産業観光などの分野に

わたる各種の事業やイベン卜を町民

の皆さんの総参加で進めていきます。

。記念式~14- ・ 講演会事業

11,640千円

。イメージアップ事業 24 '601千円

。文化振興事業 12,278千問

。麗業観光振興事業 5,500千円

健康 ・生きがいと
文化のまちづく り

警護 衛生費・民生費 ・

教育費 ・総務費 鎗

健康づくりでは、生活習慣改善指

導の充実を図るとともに、機能訓練

事業の拡充のため、脳卒中後遺症の

方で保健センターへの通所が困難な

人を対象に、タクシー料金の一部を

助成します。また、現行の 1歳未満

の乳児医療費の無料化を、新たに 2

歳未満の幼児までに拡大します。

老人福祉については、交通用具を

持たない高齢者世帯を対象として、

タクシー料金の一部を助成するシル

パータクシ一事業や、ねたきり等に

快適て住みよい
まちづく り

鱗 土木費・消防費 ・

衛生費・農林水産業費 襲警

交通体系の確立として、町の玄関

口である泊駅前広場と停車場東草野

線から泊環状線までの区間を完成さ

なられた方々の住宅の改善事業の助

成を新たに行います。

障害者福祉については、福祉タク

シ一事業や住宅改善事業の助成の拡

大を図ることに加え、新年度から新

たに開設される心身障害者通所作業

所への助成措置を設けました。

小学校の教育環境整備については、

施設整備を進めるとともにスクール

パスの運営にも努めます。

またビーチボールについては、第

I l同の全国大会に加え、60歳以上の

方を対象にした。弱翠カップグピーチ

ポール全国大会を開催いたします。

ーかけがえのない健康づくり＝

。健康増進対策 47,621千円

。地峡保健対策

。老人等医療助成

。繰出金

国民健康保険

老人保健

各診療所

病院事業

33,461千円

62,622千円

67 ,000千円

97,046千円

12,354千円

88,799千円

。健康祭開催 1,500千円

＝）~＼131れあう福松の充実＝

せます。 ：水域を対象として水質保全に対する

安全なまちづくりとして、海岸保

全対策事業、河川改修事業、治LlJ• 

治水事業の推進に努めます。

雪に強いまちづ くりとして、 i出雪

施設などの整備拡充を図るため雪国

快適まちづくり事業を推進します。

消防体制の充実強化として、基地

問無線装置、携帯無線を更新し、消

防ポンプ自動車車庫、小型動力ポン

プ車庫の新築を行います。

件発普及事業を展開します。

ごみ減量化については、水きりネ

ットを全戸配布するほか、リサイ ク

ル報奨金や生ごみ処理器の助成の拡

充を図ります。

＝利便性の高い受通体系の確立＝

。街路事業 58,953千円

。道路整備臨時事業 110 ,220千円

＝安全なまちの整備＝

。河川事業

生活環境保全については、 木流川； 。治山事業

10,778千円

11,710千問

。訪問看護

。家庭拳仕員設置

。老人福生tl:

。社会福祉

9,600千四

14,044千円

315,627千円

110,043千円

。テ・イサービスセンター運営

23,217千円

＝豊かなl山を育てる教育の

推進と文化の醸成＝

。さみさと小学校整備

1,049,516千円

。文教ゾー ン整備 1,199,148千円

。文化体育振興公社委託

93,254千円

。美術品購入 6,000千円

＝受流事業の推進＝

。悶際交流の推進

。友好都市交流

5,612千円

1,096千同

。防雪事業 11,537千円

。無雪害街づくり事業 57 '831千円

＝快適な居住環境の整備＝

。小型合併処理浄化槽設置助成

30' 172千円

。清掃事業 84,192千円

平成6年度

一 般会計

笹田



子とも議員

⑫申立》ら

~m~ヨ固

贋
平成5年度第l回朝日町テどる議会

一小
学
校
め

統
廃
合
に
つ
山

τ

質
問

泊
、
宮
崎
、
笹
川
、

つ
の
小
学
校
が
統
合
さ
れ
、

ら

「
さ
み
さ
と
小
学
校
」
に
な
る
と

附
い
て
い
ま
す
が
、
開
校
し
た
学
校

は
ど
う
な
る
の
で
す
か
。

境
の
四

四
月
か

答

弁

凶

月

一
日
か
ら
「
さ
み
さ
と

小
学
校
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、

新
し
い
校
舎
が
完
成
す
る
秋
ま
で
は
、

現
在
の
小
学
校
で
勉
強
し
て
も
ら
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
開
校
と
な

っ

た
後
の
校
舎
や
グ
ラ
ン
ド
に
つ
い
て

は
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
、
必
要
な
と
こ
ろ
は
残
す
と

と
も
に
、
跡
地
の
利
用
法
に
つ
い
て

は
、
地
区
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
協
力

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

うかがいます
朝日町子ども議会本会議

町の考え
料
塑る
戸φ
!j~め

し－
¥t 

質
問

ご
み
の
盆
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
ば
く
大
な
処
理
費
用
を
少
な
く

す
る
た
め
に
、
町
で
は
ど
の
よ
う
な

リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

か
。

主主

弁

町
で
は
平
成
四
年
度
か
ら
ア

子ども議員名簿

① 米丘 車生泊小学校5年

② 口器香織寓崎小学校6年

③ 西田亜希 五箇庄市料交5年

＠ 永井 峻 治小学校6年

⑤ 水島祥一 郎 宮崎小学校6年

⑥ 永 口紗 也香 山崎小学校6年

⑦ 坂本知穂、 泊小学校6年

＠ 米上麻衣 泊小学校5年

⑨ 問中 崇 義山崎ノi、学校6年

⑪ 新田祥代 五箇庄ノド料、交6~

⑪ 長井尚 美包r111小学校6年

＠ 柚木亜紀 南i袋小学校6王手

⑬ 消水沙知代 犬家庄イ中校6年

⑪ 江淵 iE 樹 街｛呆小学校6年
＠ 飯田理世 治小学校6王手

⑪ 水島映里佳 境小学校6年

＠ 篠田愛車 五箇庄小学校6年

⑬ 横尾尚和 泊小学校6年
⑬ 長井和広 笹川｜小学校6年

＠ 広川明商 境小学校5年

＠ 新聞 案大街宣小学校6王手

※番号は綴席服、学年lま3月現在

-

全
員
が
活
発
に
質
問

「
子
ど
も
の
森
」

事
業
を
可
決

1
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1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

朝
日
町
子
ど
も
議
会
の
本
会
議
が
二
月
十
九
日
、

町
の
議
場
で
関
か
れ
ま
し
た
。
二
十

一
人
の
子
ど
も

議
員
全
員
が
町
政
全
般
に
わ
た
っ
て
質
問
。
町
の
考

え
な
ど
を
た
だ
し
た
ほ
か
、
「
子
ど
も
の
森
L

を
つ

く
ろ
う
と
い
う
議
員
提
案
を
可
決
し
ま
し
た
。
今
回

は
、
本
会
議
で
の
子
ど
も
議
員
の
質
問
や
こ
れ
ま
で

の
議
員
活
動
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

1
 

小
学
生
に
町
政
の
仕
組
み
ゃ
仕
事

な
ど
を
学
ん
で
も
ら
う
と
と
も
に
、

議
会
で
の
意
比
や
要
望
を
今
後
の
町

政
に
も
中
か
そ
う
と
昨
年
の
じ
丹、

初
の
判
白
川
チ
ど
も
議
会
が
倒
か
れ

ニ
十

一
人
の
議
此
が
誕
生
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
組
織
議
会
前
の

学
習
会
を
は
じ
め
、
町
内
外
の
公
共

施
設
の
視
察
や
川
議
会
の
傍
聴
な
ど

を
辿
じ
て
、
本
会
議
ま
で
に
多
く
の

研
修
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。

県
下
で
も
例
を
見
な
い

子
ど
も
た

ち
の
議
員
泊
動
。
本
会
議
で
は
、
魚

津
町
長
の
純
政
均
針
を
聞
い
た
あ
と、

環
境
問
題
や
観
光
、
福
祉
、
人
口
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
大
人
顔
負
け
の

鋭
い
質
問
、
一
歩
の
あ
る
提
案
を
投
げ

か
け
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
は
、
町
側

か
ら
は
課
長
代
理
や
係
長
が
答
弁
。

こ
ち
ら
も
緊
張
の
面
持
ち
で
、
町
と

し
て
の
考
え
方
や
対
泌
の
仕
力
な
ど

を
子
ど
も
た
ち
に
示
し
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
の
食
蛍
一
な
意
見
や
妥
裂

を
真
剣
に
受
け
止
め
、
朝
日
町
が
よ

り
住
み
や
す
く
、
魅
カ
あ
る
町
に
な

る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
－
性
懸
命
が

ん
ば
り
ま
す
」
。
町
長
が
最
後
の
あ

い
さ

つ
で
話
し
た
よ
う
に
、

子
ど
も

た
ち
の
町
を
愛
す
る
気
持
ち
が
、
こ

れ
か
ら
の
町
政
に
も
き

っ
と
反
映
さ

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
チ
ど
も
た
ち
の
従
軍
な

議
会
体
験
、
町
に
と

っ
て
も
二
十

一

位
紀
に
向
け
た
町
づ
く
り
の
財
産
と

な
る
は
ず
で
す
。

8月4B (*1 

8月27日掛

9月14日（灼

9月21日ω

事前学習会（役場の仕組

みと仕事他）、庁内見学

事前学習会（議会の仕

組みと仕事他）

開会式、組織議会、（正

副議長の選出、常任委

員会の設置）

町外施設視察研修

町内施設視察研修

質問事項の整理

9月議会定例会の傍聴、

常任委員会

質問事項の調整

本会議（一般質問、退

加上程）

活動の記 録

6月25日働

7月9日幽

7月14日附

ル
ミ
缶
な
ど
再
利
聞
で
き
る
も
の
を

回
収
す
る
事
業
を
行
っ
て
お
り
、

リ

サ
イ
ク
ル
団
体
と
し
て
町
に
登
録
し

て
い
た
だ
い
た
団
体
に
、
同
収
量

一

同
当
た
り
三
間
の
報
償
金
を
出
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
生
ご
み
処
理
穏
を

購
入
さ
れ
た
場
合
、

二
千
五
百
同
の

補
助
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
支
接
す
る
と
と

も
に
、
ピ
ン
頼
め
凶
収
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
め
農
業対

策
、に
・勺
Jh
h

匂

最
近
、

農
業
を
す
る
人
が
減

質
問

っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
対
策
に

つ
い

て
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

答
弁

農
業
を
す
る
人
を
育
て
る
た

め
、
新
し
く
農
業
を
や
り
た
い
人
に

9月30日（栂

2月19臼仕j

機
械
を
貸
す
な
ど
の
援
助
を
し
た
り
、

農
業
を
継
ぐ
人
に
対
し
て
も
、
お
金

を
借
り
て
農
機
兵
な
ど
を
購
入
し
た

場
合
、
そ
の
利
息
の

一
部
を
負
姐
す

る
な
ど
の
援
助
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
農
地
の
貸
し
借
り

を
進
め
、
経
営
規
模
の
大
き
い
農
家

を
育
て
た
り
、
集
溶
で
組
織
を
作
り
、

効
率
的
で
収
入
の
上
が
る
よ
う
な
魅

力
の
あ
る
農
業
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

-



私

め

夢

に
J

勺

V
T

質
問
テ
レ
ビ
で
「
空
飛
よ
く
じ
ら
」

の
飛
行
機
を
見
ま
し
た
。
川
に
は
ピ

ー
チ
ボ

ー
ル
が
あ
る
の
で
、
「
空
飛

ぶ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
」
の
気
球
を
つ
く
っ

ん九に
の
卜
を
散
歩
で
き
た

ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
が
、

で
す
か
。

て
も
ら
い
、

答
弁

「
モ
飛
ぶ
ビ
！
チ
ボ

1
ル」

は
、
と
て
も
楽
し
い
夢
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
、
朝
H
町
は
風
が
強
く
、

高
圧
線
も
た
く
さ
ん
通
っ
て
い
る
の

で
離
陸
地
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
す

く
に
実
現
す
る
の
は
慨
し
い
と
思
い

ま
す
。

今
年
の
川
制
四
十

ま
ず
は
、

v
z
dん
恕
－
、
と
を

周
年
の
ピ

i
チ
ボ

l
ル
競
技
の
大
会

に
、
ビ
ー
チ
ボ
l
ル
を
大
き
く
し
た

形
の
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
上
げ
て
、
夢

を
ふ
く
ら
ま
せ
て
み
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。

ワ
リ
I
L也、
U
9
1と

温
水
プ
』
ル
に
つ

ντ

Y
でつ

質
問

ご
み
の
焼
却
で
発
作
一し
た
熱

を
団
側
企
小
プ
ー
ル
や
浴
場
な
ど
に
利
川

し
た
施
設
を
町
に
作
る
計
州
は
な
い

の
で
す
か
。

答
弁

ご
み
を
燃
や
し
た
熱
を
有
効

に
利
用
す
る
こ
と
は
、
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
町
に
あ
る

東
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
改
築
し
よ
う

と
い
う
訴
が
進
め
ら
れ
て
お
リ
、
外
川

【Vハ
. - -- ...寸

一一… 

圃E ・，．』.. 

子
ど
も
議
員
幻
人
の

活

動

の

記

録

駒
可、
＼

／
e

斡
J

r

h
F
宇
奈
月
国
際
会
館
「
セ
レ
ネ
」
な

ど
、
町
外
へ
も
視
察
の
足
を
の
ば

し
ま
し
た
。

冒

険

7
月
M
目
、
町
長
か
ら
議
員
の

選
任
舎
を
も
ら
い
ま
し
た
。

V「有磯苑」など町内の施設も視察しました。rー十吋

新田 圭くん
（大家庄小6年｝

僕
ら
の
意
見
が
町
の

役
に
立
て
ば
い
い
な

「米
、
き
の
う
テ
レ
ビ
に
映

っ
と
っ

た
ぜ
」
。
テ
レ
ビ
に
映
っ
た
次
の
日
こ

ん
な
百
薬
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
テ
レ
ビ
に
映
る
ま
で
、
た
く

さ
ん
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

僕
た
ち
が
集
ま
っ
た
の
は
六
月
、

同
あ
て
は
行
政
の
し
く
み
を
知
る
こ

と
。
決
め
ら
れ
た

H
に
役
場
に
行
き

ま
し
た
。
大
家
庄
小
川
下
校
か
ら
行
つ

ほかにもたくさんの
質問がありました。

・たくさんの観光存が！；！JJ111urへ米るように、

JUTではどのよ うなことを していますか。

だ・匡Ii邑8~；－線の地 lイ道が汚れていますが、

れがもI~除をするのですか。

温
水
プ
l
ル
も

ま
た
、

ど
う
す
れ
ば

な
る
と
思
い
ま
す
。

幽
で
は
余
熱
の
利
用
も
十
分
吋
能
に

た
ら
よ
い
か
。

ど
ん
な
施
設
に
熱
を
利
用
し

合
め
、

よ
り
た
く
さ
ん
の
熱
を
取
り
出
せ
る

か
な
ど
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

い
出
川
セ
ン
タ
ー
が
で
き
た
ら
、
そ

の
余
熱
を
利
川
し
た
胞
設
を
つ
く
り
ま

i

、
。

i
L
 

山
公
し
み
に
し
て
い
て
く
だ

す
か
ら
、

マ
ウ
b

－T
L
パ
イ
つ
め

施
設
盤
備
に
つ
い
ν

マ

質
問

品
近
、
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク

を
楽
し
む
人
が
構
え
て
い
ま
す
。
町

で
も
施
設
を
幣
附
し
て
、

大
会
な
ど

、4
．，、4．，、a
．，、4
．，、4
．，

a聖・

・なぜ、有機苑には佼問のデイ・ サ ー ビスが

ないのですか。

企縁
日
霧

因
の

企
宅

配中
と手

・さみさと小＂（：校にはどんな施 設 ができるの

ですか。

・棚 山 ゴルフ場の砧，i生がれになるのですが、

道路や施設をつ くっているときに失敗した

例 はあ りま すか。 （その他多数）

・図杵館をつくる子〉とはあるのでし ょうか。

を
聞
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答
弁

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
の
愛
肝

者
は
、

全
国
で
二
十
万
人
か
ら
一
一4

卜

万
人
と
シ
一川
わ
れ
て
い
ま
す
。
111' 

手庁
し

・下
氏・小
川
町
で
約
一
．肖
ヤ
わ
が

i
J
こ
＋
竺

j
l
I
 

参
加
し
て
庁
上
マ
ウ
ン
テ
ン
バ

イ
ク

大
会
も
附
か
れ
・
ま
し
た
。
小
川
あ
り
、

山
あ
り
の
忠
ま
れ
た
朝
日

川
あ
り

町
の
大
向
然
を
利
則
し
て
マ
ウ
ン
テ

ン
バ
イ
ク
大
会
を
行
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、

ま
す
。

ほ
ん
と
う
に
楽
し
い
と
思
い

す
ぐ
に
と
い
う
わ
け
に
は
い

き
ま
せ
ん
が
、

将
米
に
向
か

っ
て
、

朝
日
町
の
向
然
を
性
か
せ
る
よ
う
な

大
き
な
夢
の

一
つ
と
し
て
考
え
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今回の－fども議会で、椴水の歴史

公園の中に「子どもの森」をつくるこ

とが決まりました。

盟かな自然に恵まれているとはい

え、 毎日通る道路や公園には花や木

や緑が少ないという 子どもたちの声

で、歴史公園内にIHT木「姫小松」や1nr

花「つつじ」、四季折々のフラワーポ

ットを設問します。

町の縁化や、木や花を犬切にしよう

という宇古神を育てたい一。子どもた

ちのそんな願いが込められています。

た
の
は
、
伐
と
沙
知
代
さ
ん
で
し
た
。

僕
た
ち
は
、
学
校
で
運
営
委
員
会

に
人

っ
て
い
た
の
で
、
行
政
と
の
泌

告
の
ち
が
い
な
ど
を
学
ん
で
役
に
主

て
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
会

っ
た
時
は
、
こ
ん
な

に
大
勢
の
人
と

一
紺
に
や

っ
て
い
け

る
の
か
な
あ
と
心
配
で
し
た
。

一一
月
の
最
初
に
は
、
白
己
紹
介
や

行
政
の
小
を
比
尚
子
に
行
き
ま
し
た
。

働
い
て
い
る
人
は
、
ま
る
で
敵
と
戦

う
か
の
よ
う
に
、
と
て
も
し
ん
け
ん

な
顔
を
し
て
い
ま
し
た
。

じ
け
に
は
、
議
場
で
議
長
な
ど
を

決
め
ま
し
た
。
僕
は
、
み
ん
な
の
入

れ
な
い
議
場
に
僕
た
ち
だ
け
人
っ
て

い
い
の
か
な
あ
と
必
い
ま
し
た
。

八
片
に
い
ろ
ん
な
施
設
に
行
っ
て、

町
内
と
町
外
で
は
ど
ん
な
ち
が
い
が

あ
る
か
な
ど
調
べ
て
い
る
と
、
ち
が

い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

九
月
に
は
、
い
よ
い
よ
議
場
に
入

っ

て
本
当
の
議
員
の
議
会
を
見
る
と
、

み
ん
な
気
合
が
入
っ
て
い
る
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
内
分
が
本
議

会
で
一言
、
っ
質
問
な
ど
を
考
え
た
り
し

ま
し
た
。
十
月
に
あ

っ
た
は
ず
の
木

会
議
は
．
一月
に
延
び
ま
し
た
。

テ
レ
ビ
局
な
ど
も
き
て
、
と
て
も

き
ん
ち
ょ
う
し
ま
し
た
。

「
子
ど
も

の
森
」
を
作
る
こ
と
に
し
た
僕
の
計

州
が
、
本
当
に
%
引
で
き
て
よ
か
っ

た
で
す
。

今
後
、

ど
が
、

僕
た
ち
が
古
っ
た
怠
凡
な

朝
川
町
の
役
に
立
て
ば
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

・5・



川
い
る
水
で

入
と
水
の
歴
史
後
世
じ

入

γ
w々v〆A

r
 

む
説
法
野
村
久
四
さん

（
刊
歳
・

下
山
新
）

用
市
小
は
。
部
俊
b
ナ

と

『
古
い
文
献
に
、

い
う
い
必
械
が
あ
り
ま
す
。

）

下

沢

～＠』面＠
 

織

ち
ゃ
ん

てI::I 

ID、v

清
水
町
の
下
沢
和
光
・
志

津
子
さ
ん
夫
妻
の
長
女

（平
成
4
年
6
月
日
日
生
）

@R!& 
大言

烏k

し
ゅ
ん

駿

く

ん

西
三
浦
町
の
大
島
喜
芳
・

春
美
さ
ん
夫
妻
の
長
男

｛
平
成
4
年
5
月
初
日
生
）

は
な
く
、

養
う
水
。

水
は
生
命
と

｜
｜
ふ
る
さ
と
を
紹
介
し
て
く
だ
さ

j可い
端 。

新
潟
県
の
新
潟
市
で
す
。
同

8 
米

文
化
の
源
な
ん
で
す
ね
」

約
五
百
年
前
の
文
他
年
間
に
聞
か
れ
た

と
さ
れ
る
ド
山
川
中
小
は
、
山
部
川
の
ボ
を

取
り
入
れ
判
M
－
入柏市川刈
町
の
約
じ
．h
八

十
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
地
を
潤
す
、

こ
の
辺

じ
勺
向
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
人

も
多
い
よ
う
で
す
が

市
内
で
は
勺

り
で
は
最
も
古
い
用
水
。
そ
の
起
源
や
歴

史
、
そ
し
て
水
利
を
め
ぐ
る
い
き
さ
つ
な

ど
を
ま
と
め
た
『
ト
山
肘
ぶ
組
合
的
不
必
」

が、

こ
の
ほ
ど
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

野
村
さ
ん
は
、
こ
の
本
の
編
さ
ん
者
。

下
山
用
水
組
合
の
収
入
役
を
退
い
た
ギ
成

『
用
不
に
関
す
る
い
や
柄
を
後

四
年
，
一．
川、

併
に
ぜ
ひ
残
し
て
ほ
し
い
』
と

い
う
間
同

の
強
い
要
請
を
受
け
、
沿
草
花
の
輔
さ
ん

に
駒
市
り
組
み
ま
し
た
。

『
初
め
は
引
き
受

も
あ
ま
り
降
り
ま
せ
ん
し

n 

策
も

け
る
白
H

伝
が
な
か

っ
た
』
と
日
う
も
の
の
、

い

れ

ず

’

！
1

・

1

広
米
が

．
途
な
性
分
。
引
地
の
峨
必
か
ら

い
杓
什
入
代
け
の
解
説
、

そ
し
て

資
料
の
収
集
、

執
情
な
ど
、

十
年
が
か
り
で
編
さ
ん
を
終

え
、
発
刊
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

「
装
丁
も
り

っ
ぽ
に
な
り
、

し
か
し
、

制
さ
ん
を
一
泊
じ
、

感
知
山
地
。

自
分
自
身
が

ζ
ち
ら
と
は
令
然
迷
い
ま
す
。山
系
が

市
街
地
に
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
交

通
手
段
や
口
物
な
ど
の
利
便
性

は
よ
か
っ
た
で
す
ね
。
ま
た

勉
強
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
何
よ
り

も
感
謝
し
て
い
ま
す
」
。
ぺ

l
ジ
を
め
く
っ

て
い
く
と
、

そ
こ
に
は
水
を
め
ぐ
る
先
人

近
く
の
海
岸
沿
い
に
は
ホ
族
館

や
大
き
な
公
園
も
あ
り

そ
う

た
ち
の
熱
い
ド
ラ
マ
、

そ
し
て
野
村
さ
ん

い
う
面
で
は
割
と
都
会
に
近
い

生
活
環
境
の
中
で
育

っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。

ー

l
朝
日
町
で
の
生
活
は
い
か

が
で
す
か
？

A
g
で
は

こ
ち
ら
の
一J

の
苦
労
の
跡
が
見
え
て
き
ま
す
。

河
端

然
し
か
話
せ
な
い
ほ
ど
出
け
込

水島志麻さん（23歳西下町）

小川温泉元湯 一一

！⑥⑧⑧⑤⑤ j 

! ビーチボールチーム「青組」 ）

・・圃・・・E工E圃・~・~亙圃E出量II'· "fl・圃・・・ i

!m官五百E温F司駅擁盤富国i
， ＿可脳温E盟諸趨l~I，.巴曹司 ！

ピーチ！こ無我夢中 l 
「なかまたち」。いい響きで：引っ張っていってくれるのが i

！すね。大 好きな言葉です。 ： f青組J のなかまたち。明る！

l 『たかがビーチ、されどビー； 〈楽しいメンバーです。 ! 
jチ』の「百組J。r背組Jはそ j 練習が l回でも休みになる ！

：のものズパ1 あっちの町、 jと、次の練習日までの時聞の！

！こっちの町からと、自然に集：長いこと、長いこと。うれし ！

！まったなかまたち。男女合わ：いとき、楽しいとき、大口をあ i

！せて20余名、年酬の広いの jけて大声で笑うなかまたち。 ！ 

！が特徴です。 ~ uごろ、相手になってやれな ！

お冗いビーチポールとなる ；ぃチ供たちのために年に何 i
iと家庭を忘れ、犬や＃、子供 ：度か時しい企画も催してい ！

！ も忘れ、そして化粧のはがれ jます。とはいえ、そのほとん j

iるのも忘れて、糾問に試令に ：どが＊飲み全砂になってしま : 

！と梢を出 しています。 ； うのですが、それが意見交換 i
! nけても負けてもがんばっ ：の場にちなっています。 ! 
iているのチーム。 l度でもい： これからもより一層「なか！

！いからト yプになってみたい；またち」のきずなを強め、心 ！

！なあの欲望ばかり。大戸を出 jの温かい「青組」をさらに成 j
iすことはあっても温かく 、そ；長させていきたいと思ってい j
jして優しく落ちこぼれたちを：ます。 ！ 

'------------.・e・・ a・・・・・-----・ー・弓a・a ・・－－－－－－ --－・－－－・－・・・a・・－・.. ，・

七
十
四
歳
と
は
思
え
ぬ
ほ
ど
の
若
々
し

去』
。

「
か
な
う
も
の
な
ら
、

次
は
自
分
の

住
む
地
域
の
住
い
江
ち
な
ど
も
制
べ
て
み

と
ね
や
か
に
必
を
川
り
ま
す
。

、．、式・こ

1防
毒務

人

V
Aゆ

ポ主務

.. 

新
潟
県
新
潟
市

小
在
池

河
端
清

美
さ
ん

ん
で
い
ま
す
が

初
め
は
ど
こ
を
見

て
ら
同
じ
よ
う
な
対
色

そ
し
て
均

－JH
に
戸
惑
い
ま
し
た
。

寸：，・

σ3 

ま
た

深
さ
に
も
驚
き
ま
し
た
ね
。
こ
ち
ら

山
菜
も
食
べ
た
、
｝

と
が
な
か
っ
た
私
も
、

に
来
て
十
一
年
。

す
っ
か
り
朝

日
の
人
間
に
な
り
ま
し
た
。

｜
｜

こ
れ
ず
勺
の
抱
負
・
町
に
望
む

二
と
は
？品

近
始
め
た
ス
キ
ー
と
、
山
中

球
の
腕
を
L
L
げ
る
こ
と
。
－
三
人
の
チ

i可
端

の
舟
税
のす一
酬
明
か
ら
・パ
わ
せ
て
も
ら

ι
J
供
た
ち
を
安
心
し
て
遊
ば

え
ぱ

せ
る
よ
う
な
広
い
公
剛
を
略
備
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

、ご
／
ノ－

土
師，パ

：t

P

4
F

、，

づ

ン

血

柄

、l
p
y

K
県

7
・、

t
d

－h

／

〆’
’L

：
’ea
、
～
梨

九
（

T

ハ

惜

用

ノ

山

U

戸

1

9

f
A
j
L
県

r

v
J

釦

f
／

明

f
県
イ
J

’j

～Ji

」山

』

く

も
イ
、
県
f

d
べ
奮

／

岨市

川
知

d

t
p
i
f
阜

、、、愛

石
川
県
、
県
二
敗
f

／
、、耕
〈1
l’h
、

d
J
Y什
グ

σ

海
外
ヘ
行
っ

T
み
た
い
ν

都
内
の
ホ
テ
ル
に
，一
年
川
勤
め
た

後
、
昨
年
十
月
に
U
タ
l
ン
。
現
丘
、

小
川
温
泉
元
出
向
で
主
に
予
約
め
受
け

付
け
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

失
敗
も

あ
り
ま
す
が
、
特
に
電
話
で
の
応
待

で
は
お
客
様
に
気
持
ち
よ
く
受
話
器

を
お
ろ
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
気
配

り
を
し
て
い
ま
す
。

附
会
で
の
．

人
以
ら
し
に
比
べ
、

こ
ち
ら
は
倒
的
の
リ
ズ
ム
が
ゆ
っ
た

り
し
て
い
る
せ
い
か
、

“門
川
巾
叩
・
山
川
リ
侮
』

J
U

申

S
1

、小，J
B

’’
s

ゆ
と
り
が
あ
り
ま
す
。
し
ば
ら
く
中

断
し
て
い
た
学
の
お
け
い
こ
も
．
内
問

し
た
ほ
か
、

ノ、、

的
近
に
な

っ
て
よ
う
や

ス
キ
ー
の
楽
し
き
も
わ
か
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

中I
両
の
闘
機
は
、

時
間
を
見
つ
け

て
海
外
旅
行
を
す
る
こ
と
。

上一円一氏
H
＋4
F

G
ヰ
L
世
，
h

い
ず
れ
時
期
が
く
れ
ば
の
は
な
し
。

町
制
仙
の
タ
イ
プ
は

H

ウ
ソ
を
つ
か
な

い
人
々

で
す
。

広
報
係
で
は
「
ふ
れ
愛
こ
う

さ
点
」
の
各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て

…
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を

…

募
集
し
て
い
ま
す
。

「
出
て
み
た
い
」
『
出
し
て
あ

…
げ
た
い
」
人
が
お
ら
れ
れ
ば、

広
報
係
（
宮
役
場
内
線

2
0
4）

へ
ご
一
報
を
。

・B
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つ

ハ
だ
れ
と
結
婚
0
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（

3
簸
児
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－
副
目
白
r南

d
L
v
a

‘P
2
4a
笛

町長のひとりこと
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N
Z
ん
『
先
生
、
だ
れ
と
結
婚
す
る
つ
・
」

保
母
『
N
ち
ゃ
ん
の
パ
パ
と
」

N
Z
ん
「
だ
め
だ
め
｜
グ
パ
パ
に
マ
マ

企 l-2R(l3)

い
る
か
ら
」

保
母
「
ど
っ
て
先
生
、

パ
パ
と
結
惜
し
た
い
も
ん
」

T
〈
ん
（
保
母
の
層
調
を
た
た
き
な
が
ら
）

「先
生
、
僕
結
婚
し
て
あ
げ
る
」

O
Zん「
T
く
ん
、
私
と
結
絡
す
る
か

ら
ダ
メ
｜
／
」
（
久
声
で
叫
ぶ
）

丁
〈
ん
「僕
、
先
生
と
結
婚
す
る
も
ん
」

0
1
ん
「
だ
っ
て

T
く
ん
、
私
の
オ
ツ

パ
イ
昔
、
わ
っ
た
の
に
・
：
」
（
シ
ョ

ン
ボ
リ
し
た
様
子
）

保
母
「
：
：
・
』
（
何
と
お
ま
ぜ
な
）

gヨ園

ひな祭りの集い（桜町保育所）

N
ち
ゃ
ん
の

〔
ガ
ガ
や
き
〕

（

3
歳
児
）

か
が
や
き
や
V
0

．

が
や
き
つ

τ、

均、

保
母
「
T
く
ん
、
何
か
い
と
る
が
つ
・」

T
く
ん
「
え
ー
と
、
か
が
や
き
！
」

か
が
や
き
つ
」

保
母
『
え
っ
、

｜係・か・ら ｜ 
「みん怠のページ」は、皆さんで

つくっていだだ＜コーナーです。

漫画やイラストに限らず、日ごろ

感じていることや広＜知らせだい

こと、広報で取り上げてほしい問

題芯ど、皆さんからの声をお待ち

しています。

丁
〈
ん
「
う
ん
、

も
で
フ
キ
ラ
え
っ

て
き
れ
い
な
が
っ
そ
。
先
生
に

も
久
き
く
な
っ
た
ら
あ
げ
る
ね
」

保
母
「
う
れ
し

i
い
」
（
あ
な
た
が

久
き
く
な
る
ま
で
、
私
も
輝
き

続
円
た

1
い
／
）

〔
カ
ゼ
ふ
い
た
？
】

（

z歳
児
）

（
雨
が
降
り
風
が
強
く
吹
く
朝
）

A
〈
ん
「
先
生
あ
の
ね
、
お
姉
ら
ゃ
ん

お
体
み
す
る
が
」

保
母
「
あ
ら
、
ど
う
し
た
の
ワ
」

A
〈
ん
「
カ
ザ
ふ
い
た
か
ら
依
む
が
」

保
母
「
風
吹
い
た
か
ら
つ
・
」

A
くん

「
だ
つ
て
の
ぜ
ふ
い
て
る
も
ん
」

保
母
「
風
停
を
ひ
い
た
ん
だ
」

A
〈
ん
「う
ん
、
ぞ
う
や
よ
」

保
母
「
：
：
：
」

広
報
ク
イ
ズ

〔
問
題
）

①
平
成
6
年
度
の
町
の

一
般
会
計
予

算
は
前
年
度
に
比
べ
何
%
噌
か
？

③

0
・
6

%

③

6

%

。
ω

%

②
朝
白
町
の
町
立
が
制
定
さ
れ
た
の

は
昭
和
ぬ
年
の
何
月
？

＠
6
月

⑤

8
月

。
日
月

③
今
月
か
ら
大
き
く
な

っ
た
「
広
報

あ
さ
ひ
」
の
サ
イ
ズ
は
？

＠
B

5
版

⑤

A
4
版

。

B
4
版

（
応
募
方
法
）

会
は
が
き
に
答
、え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
を
書
き
4
月
M
日
（
当

日
消
印
有
効
）
ま
で
役
場
総
務
課
秘

書
広
報
係

（干
蜘
l
w
朝
日
町
道
下

1
1
3
3
）
へ
送

っ
て
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
3
人
に
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

A
H
前
回
の
当
選
者
は
、
す
ま
い
る
さ

ん
、
留
さ
ん、
佐
野
売
さ
ん
で
し
た
。

（
正
解
は
①

l
⑤
、
②
ー
＠
、
③
l

＠
、
ク
イ
ズ
応
募
出
通
中
全
泌
正
解
） ⑮ 

不顕な天候が続りてりますが、

このところ毎週日曜日、心中複

雑な思りて、この4月に統合さ

れる泊・宮崎・笹JI/.境の各小学

校の開校式典に臨んてります。

昭和62年2月、朝日町小学校

教育環境整備審議会から f教育

効果を高めるためには、その規

模や条件を考え3校が適当』 と

の答申を受け、町議会に設置り

ただりた特別委員会や統合校ご

との対策協議会ての検討、協議

を経て、まず f朝日町立さみさ

と小学校』が4月に誕生するこ

とになりました。地区の皆様を

はじめ、関係各位のこ理解主ご

協力に対し、深く感謝申し上げ

る次第てあります。

さて、この3月限りて開校と

なる4つの小学校では、各校下

ごとに実行委員会を組織しもそ

れぞれ独自の開校記念事業を行

ってきました。式典当日は‘題

の勢りか、母校への思日が余っ

てか、直会の席上、胸を突き刺

すような言葉もちょうだりする

など、 r開校」とりう二文字の

重みに私自身、杯を手にしたま

ま言葉を失う場面もありました。

ともあれ、各地区の優れた文

化や伝統を受け継ぐ子供たちが、

有犠海のように心広く‘朝日岳

のように希望高く、さみさとの

仲間としてすばらしり校風を築

りてくれることを念願。杯の酒

を飲み干しました。（3月15自記）

園田



町は今隼で、＇40歳
イ丁

40 

町
制
施
行
初
周
年
の

今
年
は
朝
日
町
に
と
っ
て
、

記
念
す
べ
き
年
で
す
。

朝
日
町
は
昭
和
鈎
年
8
月ぺ
l

日
、
当
時
の
泊
町
、

大
家
庄
村
、

山
崎
村
、
南
保
村
、
五
箇
庄
村
、
宮
崎

村
、
涜
村
の
4
1
町
6
か
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。
そ
し
て
同
年
竹
月
却
日
に
野
中
村
を
編
入
、
昭

和
糾
年
ペl
月
4
l

臼
に
野
中
村
の

一
部
が
入
善
町
に
編

入
さ
れ
、
ふ
つ
自
に
至
っ
て
い
ま
す
。

多彩怠イベふト・
事業が目白押し

町 では40周年の節目の年を町民の

皆 さんとともに祝い、郷土 の さらな

る飛躍と全国に町をア ピールすべ く、

8月 1日の記 念 式典をは じめ、各種

事業、 イベ ン卜を展開します。今回

は、その中の主な ものを紹介します。

草月

医療の現場から

本主
あ
さ
ひ
総
4』

敦号震
脳

文土習
院 if
r.ifl 科

業事

方包

....6、
,:lr,、

告リ

戸
U

＝一
ロ

田丁

年

国丁

j吾］

日

~ 

亘書主

昭和29年11月制定

r7Jを3つ組み合

わせ、給でつなぎ

r制1It」を意味し、

拘｜のうちにi町7か

村の主主tAJJ をf:ll

Ulづけたもの。

... 
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川

第
灯
田
県
民
体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー

川
二
部
競
技
会

（
弘
字
公
灯
地
泉
ス
キ

州

｜
場
｝

州

V
L人
川

U
2部
・
一
般
引
f
A
3
伏

川
荒
厄
紙
一日川

4
位
竹
谷
雄－－

－
一

川
般
山
子
C
1
位
恨
川
保
夫

4
佼
加

川
勝
秀
樹

州

テ
ニ
ス
県
ジ
ュ

ニ
ア
室
内
選
手
権
兼

州

欧
州
遠
征
県
2
次
予
選

（
%
i
m
宮

川
山
市
体
行
文
化
セ
ン
タ
ー
は
か
）

酬

V
引，

r
l
u一清
水
大
四
郎

州

北
信
越
柔
道
選
手
権

（%
新
潟
市内品

川
同
野
総
合
体
育
館
）

川

V
久
子

2
似
小
林
万

川
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
お
別
れ
大

川

会

（
%
明

n町
民
総
合
体
行
館
）

川

V
山

f
l
川
刊

Jkm出
2
ル
円
山
川
崎

川

V
久
f
l
作
一
孔
阿
山

2
ル刊し人
ん永
山

川

第
刊
回
下
新
川
郡
民
体
育
大
会

・
第

州
出
回
ス
キ
l
競
技
会

州

V
山中
山
子
久
子
の
部
3
伏
符
川
内
水

川

V

一
一般
久
子
の
部
1
枕
更
問
菜
穂
子

川

V
中
学
努
チ
1
部
3
位
南
部

一
成

川

V
成
年
男
子
1
部
1
位
坂
桜
一位知円

川

2
位
吉
井
両
人

川

V
壮
年
男
子
1
部
2
位
得
一川
保
夫

州

第
M
田
町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大

川
会
（
%
町
民
総
A
N
体
行
館
）

川

V
川刀
子
の
部
優
勝
五
箇
正

町

υ
す
い

A

，

，諒
恕
カ
ッ
プ
ゆ
全
国
ピ
ー
チ
ボ

ー
ル
続
技
大
会

｛
7
川
）

ω歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
し
た

ビ
ー
チ
ポ

l
ル
の
全
州
大
会
を
附
慨

し
ま
す
。

a
－
桜
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

（日
月
）

町
と
町
民
の
符
さ
ん
が

一
体
と
な

っ
て
桜
の
梢
樹
に
取
り
組
み
ま
す

0

．
産
業
フ

ェ
ア

（
日
月
）

町
内
の
産
業
回
聞
や
特
宜
伸
，物
等
を

一

常
に
集
め
た
脳
示
即
売
。
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

A

－
朝
日
町
ま
ん
が
歴
史
の
発
行

｛
7

JJ 
山
桜
青
鬼

・
赤
鬼
先
債
の
執
筆
に

よ
る
朝
日
町
の
刊
年
の
歴
史
を
描
い

た
ま
ん
が
本
を
発
行
し
ま
す
。

A

－
ふ
る
さ
と
み
ら
い
れ
（
川
月
・日
月
）

講
演
会
、
夜
な
べ
談
義
、
歴
史
展
、

ふ
る
さ
と
を
描
く
刊
人
展
、
時
代
行

列
な
ど
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

．
健
康
祭

・
健
康
ス
ペ
シ
ャ

ル

N
H
K
公
開
得
制

「拠
出
ス

ペ
シ

ャ
ル
」
と
能
成
祭
を
附
似
し
ま
す
。

・
全
国
朝
日
町
村
友
好
競

大
会
（
8

今
．
同
の
判
口
町

・
朝
日
付
の
小
中

下
牛
．
に
よ
る
競
芹
大
会
を
聞
俄
し
ま

す
。

※
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
町
民
の
特
さ

ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
事
業
や
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
。
そ
の
つ

ど
、
広
報
あ
さ
ひ
な
ど
で
お
知
ら
せ

し
て
い
き
ま
す
。

次
勝
泊

l又

U

F

い

ト

ン

ン

館

館

館

ラ

ラ

育

資

宵

グ

グ

体

体

体

A
ロ

4
口

A
口

A
ロ

4

ロ

出

伸

総

総

総

総

同

州

w

B
～
圏
内
閣
～
匂
～
日
～
問
問
団

ιu

B
即
日
目

m
w
g
m
w
a
m
w
目
白

1

1
9
1
2
3
l
t
E
E
2
～
悶

一

選

4
山
州

4
丸

苓

4

4

E

k

p

岡

山

間

町

大

ツ

入

ル

選

琢

ケ

回

一

予

野

ス

年

ボ

町

都

パ

少

チ

体

ロ

」

女

ツ

一

罰
則

白

骨

璽
力

4
E

一
戸
」

涼

松

鍛

大

ポ

体

認可

高

一
ル
ス

郡

園

圃

園

図

園

田
園

v
k
f
の
部
優
勝
泊
－JM
れ

次
勝
・h

~ 
全

国

大

会

出

場
者

一

－K
F
r第
6
川

・
山
子
部
l
川
かい
い
川
部

道
附
保
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
駅
伝
大
全

（
%
千
必
山
川
）

v
ah
紙
成
徳

F
A
V
包
亨
一
豆
町
Y
A
V
昌ス

ag

期
日

5
月
5
n
附
か
ら

7
月
剖

H

帥
ま
で
の
毎
週
n
M
m
H
（午中川
9
時

か
ら
午
前
日
時
ま
で
）

会
場

朝
日
町
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

会
費

保

険

料

大

人

1
8
0
0
川

小
人
4
0
0
川

申
込
み

教
育
委
員
会
（
告
白
H
1

1
0
4
）
ま
た
は
総
合
体
育
館

（宮

部

H
1
8
3
8
）
へ
。

届
げ
マ
あ
げ

M
HW

6面白E
圃画面
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さと使』の会員を募集します。 I 
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贈ってうれしい，贈られてうれしい

「味のふるぎを：浸」

あ
♂
人
い
・・・

頭痛について
4月から常勤医とじて、あさ

ひ総合病院に勤務することにな

りました。皆犠の健康のため頑

張りた日と思ります。

脳外科外来て多り訴えとして

頭痛があげられます。この頭痛

倍、りったりどこから来るのか

ご存じでしょうか。実は、議孟

外ては頭皮下の神経、骨膜、筋

が原因となり、頭蓋内ては脳の

表面の膜t!>太り血管が痛みの発

信部位となります。つまり、脳

実質そのものは痛くなりわ（）で

す。

このようなしくみて起乙る頭

痛の中て、危険なものとしてク

モ膜下出血と給路誌がありますs

前者の特徴は、 余三奈祭！こ激痛

が生じることです。その8割が

誌動議過の破裂によるもので、

治療は手術しかありません。約

半数の方が死亡または寝たきり

となる怖り病気てす。一方、脳

腫福の場合は、ある程度大きく

なってから頭痛を感じるように

なりますが、その特徴は朝の痛

ゑ思殿艶てす。就寝中に

脳圧が高くなるためて、自が覚

めた瞬間が頭痛のピークと怠り

ます。

一般的に頭痛の多くは問題な

りのですが、中！こはこのような

重篤なものもあることを心に留

めておりてくださり。.. 



』ー 面 JJ

社会福祉
協議会だより

. 朝 日町社会福祉協議会

は， 皆さんと共に地域の

福祉向上を目指す福祉団

体です。

・場所朝日町福祉セン

ター内

宮 83-0576

L、きL、き

ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
に
配
食
サ
ー
ビ
ス

思
い
や
り
を

手
づ
く
り
し
ま
し
た

ボ、ランティア

ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

に
手
づ
く
リ
の
お
弁
当
を
食
べ

て
も
ら
お
う
と
2
川
か
ら
3
ハ

募

集

－

町
民
農
園
利
用
者

朝日町役場 企83-11DD 

町
民
州
民
闘
『
な
な
い
ろ
浪
岡
」

の
利
用
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

場
所

跡
南
側
）

施
設

一
般
成
同

M
K両
（
l

k
同

1
0
0
耐
限
度
）
、
段
只

合
、
仮
設
ト
イ
レ
、
駐
市
場
、

ふ
れ
あ
い
広
場

利
用
期
間

5
川
中
旬
か
ら
3

月
幻
自
ま
で

利
用
料
金

l
耐
当
り
印
円
（
1

医
画
5
0
0
0
同
程
度
）

申
込
み

申
込
み
用
紙

4
月
号
と
何
時
配
術
）

横
必
下
山
唱
刈
，

1
’
j

l

 （
不
動
常
迫

く ら しの情報 室

Lii九ngInfoγW凶 tion 

（
広
報

に
よ
り

圃圏己語圏

に
か
け
、
名
地
区
で
配
食
サ
ー

ビ
ス
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

A

，M刊
の
メ
ニ
ュ

ー
は

「ち
ら

し
ず
し
」
。

H
亦
泰
仕
川
の
符

さ
ん
の
協
力
を
い
た
だ
き
、

軒

．
軒
の
家
に
尉
け
ら
れ
ま
し

た
。
兵
心
込
め
て
手
作
り
さ
れ

た
お
弁
当
。
お
年
寄
り
の
皆
さ

ん
も
忠
わ
ぬ
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
「
と

て
ら
お
い
し
か

っ
た
」
と
笑
顔

を
凡
せ
て
い
ま
し
た
。

ありがとう
あたたかいi怠

警 <U~~~，：意

賛
助
会
員

加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
お
り
ま

す
町
社
協
の
俊
助
会
員
に
次
の

万
々
か
ら
加
入
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。

府
地
光
雄
、
旧
制
地
ひ
で
、

十寸

川
幸
男
、
れ
小
川
る
り

f
、
桑
守

即
態
、
小
杉
敏
夫
、
小
杉
誠
子
、

大
倉
光
子
、
愛
場
武
己
、
愛
場

マ
ス
エ
、
中
村
み
さ
い
、
山
崎

茂、

山
崎
き
よ
ゑ
、
山
崎
ト
シ

エ
、
愛
場

一
美
、
山
崎
恭
子
、

辻
栄
符
拐
、
道
下
普
暁
、
山
崎

主
任
児
童
委
員
が
誕
生

「健
や
か
に
子
ど
も
を
生
み

行
て
る
環
境
づ
く
り
」
が
社
会

合
体
め
課
題
と
さ
れ
て
い
る
中
、

児
設
や
妊
産
婦
の
絹
祉
相
談
な

ど
に
携
わ
る
児
竜
委
此
へ
の
期

り
が
出
ま
勺
て
い
ま
す
。

特
に
川
ん
ポ
一
川
社
に
閲
す
る
が

羽
を
出
叶
門
的
に
相
当
す
る
で
任

児
蛍
委
員
を
新
た
に
設
け
、
地

4
月
詑
日
樹
ま
で
に
役
場
農
林

水
産
諜
へ
。
申
込
み
多
数
の
場

合
は
抽
逃
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ

役
場
段
林
水
産
諜
（
宮

内
線
2
1
4
）
へ
。

－

朝
日
町
奨
学
生

要
件

町
内
に
住
む
人
の
子
弟

で
、
九
千
貨
の
支
弁
が
同
雌
で
心

身
飽
九
十
な
人

範
囲

尚
符
門
下
校
以
上
の
ラ
校

に
復
学
し
、
学
校
長
の
推
燃
が

あ
る
人

マ
高
校
・：
月
制
8
0

マ
修
業
年
限
が

2
何
十

以
上
の
大
学
等
・：
月
組
1
万
5

奨
学
金

O
O
R
 

0
0
0
円

申
込
み

5
月
白
日

ωま
で
に

朝
臼
町
教
脊
委
間
以
会
へ
焚
学
生

願
舎
、
焚
学
生
惟
薦
制
政
川
（用

紙
は
教
育
委
日
以
会
に
あ
り
ま
す
）

を
提
山
し
て
く
だ
さ
い
。

，

問
合
せ

判
H
町
教
育
委
員
会

｛宮
mU
H
－
－
0
4
｝
へ
。

’

富
山
県
青
年
・
婦
人

E
海
外
派
遣
事
業
団
員

派
遣
先

ド
イ
ツ

・
イ
タ
リ
ア

期
間

同
月

H
H
ω
か
ら
刊
月

幻
口
側
ま
で

部
門

一
般
青
年
・岡
崎
業
点
目
年
・

女
性

負
担
金

約

M
万
円

募
集
期
限

4
月
日
目
仰

域
で
の
児
主
の
健
全
育
成
な
ど

広
範
囲
で
活
躍
し
て
も
ら
う
た

め
、
－
月
1
円
付
け
で
朝
日
町

で
は
次
の

3
名
の
方
が
回
浄
化
ぃ大

山
か
ら
れ
任
児
市
委
民
に
委
蝋

さ
れ
ま
し
た
。

。
山
本
菜
子
さ
ん

O
谷

n利
子
さ
ん

O
菅
田
朗
子
さ
ん

（
道
ド
）

（小
誕）

（
柳
川
）

。こ枚橋林正康さんか

ら亡義母岩波うめさん

が＇t~ij お世話になったお

干しとして 200' ooorr1 

0長野川よれーさんから

買いもののつ 1）銭を！！＇i＇・め

て 5,52211-1

Oとく名さんから 6.00WJ

0山崎小学校5年作一同さ

んから 卜 レ ー l凶収の~;I,益

金 L50Wl

0境婦人会さんからバザー

収益金 33.5851-11 

0上IBf 尾山武久さんから

亡父彦太郎さんが生前お

世話になったお礼として

1 , 000, OOOJLJ 

俊
則
、
山
崎
H

ハ
チ
、
愛
州
場
ι
HJ
男
、

愛
場
悦
子
、
愛
場
呉
市
夫
、
小

杉
ぬ
ゑ
、
と
く
名
、
岡
崎
昇
、

岡
崎
冴
子
、
岡
崎
勇
、
岡
崎
順

子
、
大
沢
昭
一
、
大
沢
笑
子
、

大
沢
市
美
、
鍋
品
信

一
、
仙
名

秀
行
、
竹
内
範
行
、
竹
内
キ
ミ

子
、
広
州
敬

一
、
出
川
妙

f
、

い仏
出
叫
忠
、

日ぃ米
紡
蹴
鞠
治
仁

場
、
陶
ナ
が
イ
被
服
、
小
川
温

泉
天
盟
問
、
側
深
松
組
北
陸
上
λ

店
、
鮒
氷
見
工
業
所
、
鹿
熊
工

業
株
式
会
社
、
朝
日
前
中
附
株
式

会
社
、
側
ト
ー
タ
ル
サ
ウ
ン
ド

ス
タ
ッ
ク
朝

H
工
場
、
朝
日
町

中
央
州民
業
協
同
組
合
、

大
家
作

曲
杭
業
協
同
組
合
、
内
越
自
動
市

株
式
会
社
、
判
H
町
全
融
協
会
、

介護が必要な在宅のお年

寄り（おおむね65歳以上）

に老人ホームなどにあるデ

イ・ サービスセンターで，

日常勤作訓練や入浴 ・給食

などの各稀サーピスを提供

①一ス
典一ヒ

劃二控サ
豆一・

畑一イ
福一デ

望聾Z聖
求人事i'i~霊 年損害 賃金 f主主5)1]

就業場所 線用 資絡 経験
キ酢号 円 休 日 人数 免 3午等

クレーン運転士
20才一 300,000-

男
羽田町舟川新 不問

40才 350,000 日他. ~2 ・ 4土犠 経験者

2 高速道路維持 40才 ～ 147,500『
5号

紛日町，召f呆
7 

不問
作 事量 65才 212,000 B'ft!l.第 a主唱 普 通免許

3 自動車空軍備工
I 8才 ～ 250,000-

男
納a町草野

3 
不問

40才 350,000 日他 3級望董備士

4 ；窓生霊．鉄板切断， 30才一 200,000 男
朝日町z枚僑

2 
高校卒寮以上

幽げ加工 55才 日干見 不問

5 機械組 立 エ
18才～ 140,000-

男
朝日町月山

2 
不問

35才 200,000 日祝他 経験者優遇

6 機械総立工
18才 ～ 143,000『

男
草月臼町月山 不問

40才 250,000 日祝他．年87日 見習可

7 裁断助手
18才一 125,000-

女
朝日富T犬猿I主

2 
高校卒業以よ

40才 150,000 日祝他 不問

8 員雇 守E 開回
18才 『 120,000-

女
事月田町会山

2 
不問

45才 180,000 火， d週 6休 司王附｝

9 ア ルミ網戸網 18才『 96,600-
女

車耳目田T平柳
3 

不問
(;t リ作業 60才 100,000 日他，毎週 不問

10 鉄工，雑役
50才 ー げ0,000-

男女
朝日田n吉野

2 
不問

so::r 200,000 日他 4寺になし

平 成 6年 4月介ホット求人情報問
合
せ

団
員
資
格
、
応
拶
↑
刀

法
な
ど
詳
し
く
は
教
育
委

μ会

れ
会
教
育
係
（
怨
役
場
内
線
3

0
4
｝
へ
。

催

し

－

あ
さ
ひ
桜
ま
つ
り

カ‘ 日
ら 時

4
月
げ
日

ω午
後
2
時

会
場

小
丸
山
公
闘
（
間
夫
の

場
合
は
教
育
文
化
会
館
）

な 内
ど 容

芸
妓
予
踊
り

耐
77
4

品川
m
－
叫
4

余
a
F

閉
会
せ

明
日
川
尚
L
会
（
官

邸

H
2
2
8
0
）
ま
た
は
叫
川

川
観
光
協
会
（
役
場
尚
仁
観
光

課
宮
内
線
1
1
8
）
へ
。
ψ
1
H

の
料
瑚
引
換
券
（
2
0
0
0
刊）

も
前
売
小
で
す
。

※
舟
川
べ
り
で
か
が
り
火

桜
ま
つ
り
と
は
別
に
、
今
年

は
桜
が
一
番
兄
ご
ろ
の

2
日
問
、

舟
川
べ
り
で
か
が
り
火
を
た
き

ま
す
。
一
家
侠
そ
ろ
っ
て
夜
桜
見

物
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

合＇ll<人情報一覧表Jbご利用下eぃ．｛商工餓光眼力つンターに展示｝
会 〈わ しいニと1;,恵理公共艦醜安定所朝日舟31:ft82・0198へお問い合わぜく ださ L、

恨
建
柑
時
点
、
根
建
問
，
十
、
ド
川伸

必
業
株
式
会
社
、
大
一
家
陀
工
業

ク
ラ
ブ
、
と
く
名
、
松
原
範
口
円
、

江
湖
局
、
問
中
文
明
、
日
周
波
山

松
、
朝
日
電
子
株
式
会
社
、
近

江
幸
男
、
近
江
相

f

以
上
品

名
、
法
人
目
件
の

m
n
（3
川

印
日
削叫ん杭）

ご
存
じ
で
す
か
？

生
活
福
祉
資
金

結
」
活
に
お
闘
り
の
方
や
身
体

問
害
者
の
自
活
に
必
要
な
資
金

を
低
利
（

3
%）
で
お
貸
し
し

て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
民
午
委
円以
ま
た
は

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
A
H

わ
せ
く
だ
さ
い
。

すること。

これによって，お年寄り

の自立生活を促し，孤立感

の解消，家族の介護負担を

軽くすることを目的として

います。平成4年度の町内

の干ljJtl r.－，止、延2,503名で

した。

画
国国固

園
4
月
か
ら
保
険
料
、か

変
わ
り
ま
す

平
成

6
午
4
け
か
ら
凶
民
平

合
一
の
保
険
料
が
月
額
1
1
1
0

0
刊
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

付
加
保
険
料
は
月
餅
4
0
0円

と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
を
前
納
す
る
と

割
引
に
な
り
ま
す

平
成
6
年
4
月
中
に

1
年
分

の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
前

納
と
い
い
ま
す
が
、
保
険
料
を

前
納
す
る
場
合
は
、
定
的
中

で
刈
引
い
た
傾
を
納
め
る
、
』
と

に
な
り
ま
す
。

今
年
皮
の
場
人
H

、
．

年
分
の

保
険
料
を
前
納
す
る
と
、
1
3

3
2
0
0円
が
1
2
9
9
9
0

円
に
な
リ
、

3
2
1
0
円
の
削

安
と
な
り
ま
す
。

前
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

役
場
住
民
課
同
民
年
金
係

役
場
内
線
1
1
0
）

く
だ
さ
い
。

（宮

に
ご
相
談

留置・-



極圏己司圃

－

医
師
と
歩
こ
う
大
会

日
時

4
n
m
u幽
「
み
ど
リ

の
日
』
午
山
8
時
（
朝
日
町
保

健
セ
ン
タ
ー
集
合
）

コ
ー
ス

制
H
町
保
健
セ
ン
タ

ー
1
内
川
部

1
じ
よ
う
べ
の
ま

遺
跡
1
同
山
本
山
キ
ャ
ン
プ
州場
i

h
H

川
瀬

1
H
川
l
山
川
部

1
朝
日

町
保
健
セ
ン
タ
ー
（
約
却
しm
）

そ
の
他

参
加
者
に
は
記
念
パ

ッ
チ
、
冊
子
贈
呈
（
先
着

2
0

0
名）
。
阿
佐
食
は
各
向
持
参
。

問
合
せ

制
U
川
少
く
会
ポ
白
川

川
（
宮
田
H
2
3
4
9行
谷
｝

へ。

くら しの情報室

Living Informa,弘：on

’

歩
い
て
発
見
船
で
発
見

目

わ
が
街
チ
ャ
レ
ン
ジ
羽
奪回

朝日町役場 宮83-1100

ふ
る
さ
と
新
川
地
ト
H
を
歩
い

て
、
さ
ら
に
船
の
よ
か
ら
再
発

見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

5
川
目
け
仰
午
前

6
昨

日
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で
｛
川

まつゆとり

．大
中
止
）

集
合

午
前
6
時
ま
で
宮
崎
漁

港
へ
。

定
員

制
H
・人
減u
で
白
人
（
小

川下

4
年
引
以
卜
は
父
兄
川
作
）

参
加
費

ト八
人

1
0
0
0川

中
川
子
生
以
下

5
0
0円
（
伺

－

H

刊
の
弁
吋
は
外
れ
持
参
）

申
込
み

・
閉
会
せ

4
川
初
日

出
ま
で
新
川
代
川
年
会
品
川
市

ym

M

（
s
n
H
5
9
7
6）
へ
。

お
し
ら
せ

－

幼
児
医
療
費
助
成

4
月
1
け
か
ら
幼
児
（
1
歳

以
ヒ

2
ぷ
未
満
）
の
医
療
費
の

自
己
負
抑
制
分
を
助
成
し
ま
す
。

い
っ
た
ん
医
概
機
関
窓
H
で
料

金
を
文
払
っ
た
後
、
幼
児
院
療

費
助
成
中
消
性
ま
た
は
準
じ
た

領
収
古
、

印
撚
、
保
険
証
を
持

参
の
う
え
役
以
住
民
以
医
療
保

険
係
へ
中
川
し
て
く
だ
さ
い
。

そ春う
？の予
よ全i
下因企

交 ’
通
安
全
運
動

ゆするやさしさ

、．
‘．
、

．
．
 

し
に
な

…2
J
，
、1

・M

1
4

．
 

安全は

・色川．、C

A‘一‘：，，制崎

i溢勧矧問中の4月9自由，午後 1
時30分カ、ら入選コスモホールで鐙署員

笥楽隊とともに探索奈通安全大会が

閃かれます。 当日は楽しいi還しのほ

か．先着100名にチューリップの酋の

プレゼントもあります。

－aw傘
鶴
湾

a

，．A褐－a
・m
・向。”“

朝日町長選挙
投票日は5月22日（目）
立候補予定者説明会は4月27日闘に開催

岬

γ
成

6
年
6
Mロ
日
任
期
満

f
に
伴
う
判
H
川
H
K
逃
併
の
日

れ
吟
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
。

。
選
拳
の
執
行
期
日

5
月
詑

日
間

。
選
犠
の
告
示
白

5
川
口
日

ω
 

。
選
第
人
名
簿
の
登
録
日

5

月
日

n
m

な
お
、
注
候
補
を
「
返
す
る

N
々
に
必
．
安
川
知
を
配
似
し
て

説
明
す
る
立
候
補
予
定
者
説
明

会
（
代
理
出
席
可
）
を
4
月
幻

H
附
午
後
2
時
か
ら
役
場
1
階

第
I
会
治
宝
で
聞
き
ま
す
。

問い合わせ先

町遊撃管理委員会事務局

宮邸H1100内線206

町の工事発注状況 ,F1 
ーこのコーナーは町が入札を行ったものをぬ似していますー

< H6.2.1～2.28> 

工 r. .t~fiJ荷 完予成辺三 イ，I~
官!ft ゴ長 ./11・ 位当：車

雪国快適街づくり F作業 6 {J'- 1‘l 
株式会社

~r道機尾元屋敷i謀i目守Ali原その 2工事
下横尾

HI 
5,407.500 i.k見 l；業所

建設諜

雪国快適街づくり ~1~j民
草野

6年
6.334.500 

株式会社
建設深

匝T道草野線流：:E?li.T.!I• HI 篠 ltl 級

街路4~業
寺町

6 ＜ド
7.313.000 

抹式会社
主E設課

停車場Jl(l,'iff綴浪路il'i勺（その2）工事 3H 辺倒 L~住所

ふるさと環I党総イト~（；品MiJ!: 
幸町

6年
5.016.100 

株式会社
主主ぷ諜

停車I島東r,;.野線道路m・If{その2）工事 3月 illJU ［；健所

街路事業
幸田T

6玉lミ
2.214.500 

」t~セm，没工
長E設課

停IIU島東草野線道路111~＼（その 2 ）工事 HI ；業株式会社

ふるさと~J党総イ半戦術’μ業
幸田T 6年

7.416.000 
-It~生活ぷ」；

長E設課
停車場東草野線道A電気｛その2）工事 3月 ~徐式会社

口
座
仮
込
み
で
支
給
い
た
し
ま

す
。派

し
く
は
、
役
場
伐
民
諜
医

縦
保
険
係
｛
宮
内
線
1
1
5）
へ。

－

タ
ク
シ
ー
料
金
助
成

シ
ル
バ
ー
タ
ク
シ
ー
券

向
家

用
自
動
車
を
持
た
な
い
老
人
の

み
附
併
の
河
川
凧
以
上
の
人
に
交

付
し
ま
す
。

福
祉
タ
ク
シ
ー
券

身
体
附
存

者
手
帳
を
持
つ
枕
覚
、
肢
体
不

自
山
（
1
・
2
級
｝
の
人
に
交

付
し
ま
す
。

’

建
築
確
認
申
請
の

E
棟
式
が
変
更
に

建
築
確
認
中
間
の
様
式
が
4

月
1
日
か
ら
県
下
一
斉
に
切
り

日
四
百
え
に
な
り
、
用
紙
サ
イ
ズ
も

8
5．
版
か
ら
A
4
版
に
変
ぼ
さ

れ
ま
し
た
。
川
嶋
バ
で
の
中
川

は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
か
ら

ご
沌
怠
く
だ
さ
い
。

新
し
い
中
山
川
紙
（

一
式

3

0
0川
）
は
、
山
口山
山
川
対
処
築
仁

会
の
ほ
か
、
役
湯
池
説
。ぷ
で
も

販
売
し
て
い
ま
す
。

’

泊
駅
・
泊
駅
旅
行
会
の

E
資
料
は
あ
り
ま
せ
ん
か

治駅旅行会が中心となっ

て明n町民なを実施して今
年で日間年。泊駅や旅行会

生活必需昂価格
3月分（毎月101:1呪仏湖的 'I必4ri

t 
、F 均 !iii 俗
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乗
車
券
は
初
来
り
巡
誌
を
助

成
す
る
も
の
で
す
が
、
以
前
に

火
付
し
た
も
の
は
使
川
で
さ
ま

せ
ん
か
ら
返
滋
し
て
く
だ
さ
い
。

品

m巾
券
に
つ
い
て
の
問
い
介

わ
せ
や
申
し
込
み
は
役
場
住
民

諜
福
祉
係
（
宮
内
線

1
i
6）

へ
。

青年海外協力隊

募集説明会

・日時 ① 4 JI 24 11 (11) 
’千f圭211.v・～ 

③ 5 JI 1411(1:) 
’r・1& 611キー

・場所符J111 県民会館

・閉会せ山山m旅券
センター （ft0764-
45 4581）へ．

の
pr凡
な
ど
、
占
い
資
料
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
お
持
ち
の
ト
々
は

泊
駅
（
合
的
1
0
0
6
1
）
ま

た
は
役
場
向
仁
組
光
明
州

（宮
内

線

1
1
8）
へ
泌
総
を
。

’

固
定
資
産
税
課
税

目

台
帳
を
縦
覧

叫「成

6
作
成
の
内
定
資
産
制
悦

賦
課
の
必
儲
と
な
る
ぷ
税
台
械

を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
場
所

役
場
税
局
ぷ

縦
覧
期
間

4
月
l
H
か
ら
4

月
初
日
ま
で
（
士

・
日
除
く
）
。

－

事
業
所
名
簿
整
備
調
査

4
川

m
Hか
ら
A
K
同
．
出
川
に

が
業
所
名
簿
税
制
訓
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
淵
位
以
が
市
ド
業
所
を

訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
調
伐
に
つ
い

て
の
問
い
令
わ
せ
は
役
場
企
同

情
報
認
（
宮
内
線

2
3
2）
へ
。

有段を目指して
｛桝：jt）ヘージ｝ 匿二重自

． 時4
有 5ヒ.ji 
段分ン先日

常？ ？均十
級 IU!5 t量
、あ !Ji
2 リま 帯
分 IU！で 店

員t~ 
で 楠

g・

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館

l

｛
宮
田

｜

0
5
7
4

）

新
し
い
本

二
般
書
）

創
作
の
現
場
か
ら

ガ
ン
蒋
発
す

進
見
政
学

・
附
恋

九

山

…

憾

に

隙

A
仲
間

は
な
、
心
ろ
う
か
あ

川

克

子

V
I
S
I
O
N
O
F
J
A
 

P
A
N

締
本
龍
太
郎

問
中
良
紀
「
総
聞
大
凶
待
望
論

波
辺
u汁
一

引
け
お
か
の
ヒ
ン
ト

辰
己
琢
郎

も

の

の

け

姫

山

内

崎

駿

と
ゥ
て
お
き
の
日
刊
明
日山

川
瓜
長

ゴ
ー
ド
ン

・
ス
ミ
ス
の
ニ
ッ
ホ

ン
仰
い
火
必
従
以
小
ぶ
航
路

n本
の
巡
絡
を
問
、
っ

長
谷
川
慶
太
郎

・
住
山
太
郎

（小
説
）

一
多
め
ま
た
市
V

（一J
i
丘）山

本

防

相杭指
P
の
修
行
時
代
（
上
下
）

絵
浦
列
島袋
チ

死
者
か
ら
の甲
子
紙

4
＋
l
の

－
T
KVM

、
尾
川
t

r
炉
、

“q
t
’

引

け

U
N
”y

日射

刺背骨
卜
兵

衛

ぷ

沖

－

二
郎

渡
辺
淳

ア

ト

ポ

ス

向

出

必

司

文

学

少

火

林

山

片

時

，

r

パ
ス
が
米
な
い
消
水
義
範

特
急
『
あ
ず
さ
は
り
」
美
し
き

殺

人

者

峰

降

一
郎

本
の
紹
介

『哨
れ
の
ち
テ
ニ
ス
』

伊

達

公

子

市「成
6
年
1
月
の
A
h
h公
オ
ー

プ

ン
で
、
日
本
人
選
下
と
し
て

幻
年
出
り
に
ベ
ス
ト
4
進
出
を

処
た
し
た
符
私
自
。
彼
火
が
い
仙
枝

市
ド
業
と
向
時
に
プ
ロ
に
転
向
し

た
、
開
作
中
か
ら
の
4
年
聞
の
身

の
ま
わ
り
の
山
米
慌
を
つ
づ

っ

た
涙
と
笑
い
の
フ
ォ
ト

・
エ
ッ

セ
イ
。

匿亙~． 
10ヒ
分ン
でト 山

~ ~：：. 遍
5 l.i八

号泣段
二世h

時主主
JUI旦
I~ 莞

構
内
駒
銀

一一
ーー

四

五

六

七

八

九

2 

！！~ と 4語
主 iti 

一 司争 :%-
コ，＂己~ 

3 4 5 6 

-
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健康fンフがーシヨシ

愛
の
献
血

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

協
力
名
名
（
2
月
実
施
分
、

合
印
は
棚
J

川
、
※
印
は
成
分
、

そ
の
他
は
湖
J

附
献
胤
者
｝

境
地
区
中
小
品
淳
也
、

渡
辺
弥

生

宮
崎
地
区
小
綴
時
子、

小

谷

郁

笹
川
地
区
会
長
井
出

信
会
折
谷

↑
※
寺
国
あ
ゆ
み
、

泊
地
区
A
H
h
岡田
勝
梯
棋
会
下
沢
富

戊
起
合
金
滞
英
・；

水
品
功
坂
口

治
、
橋
本
科
久
夫
、
上
野
泰
子
、

宝
愛
皇
、
藤
間官
民
滞
、
越
間
桐

子
、
山
間
竜
也
、
松
原
大
附
、

氷
川
凡
陥
輔
、
山
．
h
！
ひ
ろ
み
、
ヴ

イ
ッ
キ

l
・
M
、
佐
波
敏
朗
、

資
問
料
、
加
賀
し
げ
、
府
内
栄
、

中
村
扶
美
子

五
箇
庄
地
区
A
H

凶
田
彩
※
稿
荷

一
充
※
絞
倉
秀

犬
、
広
m
M
m川
刀
、
泌
旧
也
ぷ
、

佐
波
勺
校
、
出
川
悦
－
郎
、
近

総
慎
玄
口
、
脇
山
江
田
碍
子
、
ト
〈
野

市崎、

d
r
b
小
総
、
広
岡
足
炉
、
沢

同大、瑛出直人、浜文彦、

南保地区会制内総哨※長崎

述説、長崎以チ、川k山片山

来、L仁川眺f山崎地区※

七沢京一※蓬沢町息子、初

川和州、大介良和、叫州場山民

4月の告種相談
① 時間 ロ会場

裁判所出張調停相談

4日
。9:00～16:00 ロ福祉センター

（月） 交通事故相談所巡回相談

C5> io:oo～15:00 白 黒部市中央公民館

5日 心配ごと相談

（火） (5)13:00～16:00 ロ福宇佐センター

12日 心配ごと相談

（火） 。13:00～16:00 ロ 福祉センター

13日 社会保険出張相談

（水） 。io:oo～15:00 ロ役場会議室

18日 裁判所出張調停相談

（月） 。9:00-15:00 ロ福祉センター

19日
心配ごと相談 ・行政相談

人権相談 ・税務相談
（火）

(913: 00～16:00 ロ 制枇センター

26日 心配ごと相談

（火） 。13:00-16: 00ロ 福位センター

27日 社会保険出張相談

（水） 。io:oo-15:ooロ 役場会議室

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

井、、

口Z
保－~
健 ‘
婦美ゐ

を
基
本
目
標
に
、
高
齢
者
の
方

々
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
よ

り
よ
い
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う

支
援
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
も

の
で
す
。

町
の
高
齢
化
率
（
総
人
口
に

占
め
る
臼
歳
以
上
の
人
の
占
め

る
割
合
｝
は
平
成
4
年
刊
月
現

主
で
約
加
%
。
平
成
日
年
に
は

約
お
%
に
な
る
と
予
測
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
中
で
も
高
齢
老
人

だ
け
の
附
械
が
附
加
す
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。

わ
が
家
が
あ
る
以
L
L
、
息
子

や
他
人
の
世
話
に
な
ら
な
い
で 『観 桜 会』

戦前から通称「ヤクッ

サン」（1Nll温泉薬師堂）

周辺の桜が八分咲きのこ

ろに商工会が中心になっ

て朝日町観桜会カ1t{iされ．

芸能人や美妓の演芸が滋

露された。

高
齢
化
社
会
に
向
け
て

町
の
乏
人
保
健
福
祉
計
同
が

4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
こ
の
計
同
は
、

f
か
れ
あ
い
、
助
け
合
い
、
共

に
よ
ろ
こ
び
あ
う
ま
ち
づ
く
り
e

智子大家庄地区AHη木和

彦※古川島ぷ沖ル※消ぷ折口人

※右井康紀、弁日一樹、前

川智恵チ、沢本勉、水野万

mf、令出窓初（以上ωゃれ）

l は Il 園
ぷづ).,. 。、1＋・

4 n仮 定
税83f干差 月
務 II の 税

の諜 1 お
へ I Ill! r、

納。O ぃ 第。ィャ
期件lわ 期

線せ ）

〈
さ
み
さ
と
小
学
校

開
校
式
〉

4
川
5
日

ω
教
育
文
化
会
館

〈
小
中
学
校
の
入
学
式
〉

rl’f キ
乍，J 、
＋交 J

校

4
川

6
日
制

4
n
7
H
附

自分たちだけで生活したい

と、ギリギリまでがんばっ

ている方も多いようですが、

そうした方々にこそ保健・

福祉サービスを利用してほ

しいのです。

住み慣れた家で暮らし続

けたいという願いをかなえ

るには、行政や地域の人た

ちの予を借りることらある

でしょう。私たち保健婦は、

微力ながら住民の符様のお

役になちたいと思っていま

す。いつでも弘軽に戸をか

けてください。

41'. 来： r. 月 日
iーιλ• 場

（対縁者等） 受付時間

4月in・8日
健康体操教室 15日・22日

保健センター
(:/f;I!賞者） いずれも樹。9:30～

4 Ji 1日.8日
保健センター

15日・ 22日
いずれも（剣

役場住民謀。9:30～11:30

健康相談 4 JJ 5日・12日
（希明J守） 19日・26日

老人福祉センター
いずれも（必。13:30-15:00

4 J 120日付4
基幹集落センター。13:30～15:00

’ 

機 能訓練 4 J-119日ω。
保健センター

（脳~’ド後遺書芯，fl) 。13:00～13:30

心の健康相談l刑制ですカ…付l4 JI 4 1:1 • 18日

！？むします.(ft52-12241 
いずれむ伺） T，部保健所

衡法f宇を人の伺企業む受！？ます．
。13:00～14:00

子育て教室
4月20Elt羽i’tf& l -2かJIの山や］ 。13:00-13:30 

保健センター
んと必かあさん 官民

3ヵ月児健診・脱臼検齢 4 Ji 26 t-1 （刈 あさひ総合病院

(611ミlJI生まれ ※） ⑤13:00～13:30 格形外科

4・5か月児健官舎 4月19口υd
保健センター

(551'-11 n生まれ※） 。9:30-10: 00 

1歳児健診 4月5El（必
保健センター

(5年2月.3丹生まれ※） 。13:00-13:30

3歳児健診 4月21日併守
保健センター

(2{1'-!2Jl' 3年lfl供まれ※） 。13:00～14:00

育 児相談 4 J920日や怜
保健センター

（~；営者※） 。9:30-11:30

三種混合予防接種 4月初日嗣。13:30～14:30
保健センター

IIM I紛の終了後i't:～I If・ ・r.濠

※年川の ri呆鍵カレンダー」の配イ石川；が変更になりました。従来 4JIに

全戸配布をしていましたが．本年度は5月の配布となります。

※母子手帳持参宮83-3309問合せ ：保健センター

－ r写真で見る朝日町のう
つつかわり」ょっ

あ
さ
ひ

総
合
病
院

第2・第4よ即時日は外米

休診（試行）です。

急申山叫は佼問・休日を問わ

ず剖時間いつでも叉付し

ます。

宮田11160

一
休日救急診療当番医 務鴇～午後間

4月3日日） 松倉医院 宮82-0051

4月10日日） 丸川病院 ft83-339l 
一4月17日（日） 伊東医院 宮 83-0504

4月24日臼） 坂東病院 包 83-2299

4月29日程首 高桜医院 告82-0010

ガソリンスタンド休日当番店

4月3日（日） 浜岡商店 H82-0578 
4月10日日） 中央農協 包83-1135
4月17日臼） 朝日石油 合82-0661
4月24日（日） 大谷石油 宮82-0703
4月29日陸自 全店営業します

詰
碁
と
詰
将
棋
の
解
答

〈結審正解＞ !.':¥ I町 γ ケがflをダメヅ

？リにして、 Imあリ阪なしの彩にする

下紡です．

〈鈴将領正解＞3 :ill. 2 ・ r;.. 3 _ 

mi此. I·~ E. 3 :;;;:. I”1-:'lt. 4 －.馬．

2 "I' .. 3 .馬車で9T・,;/1的．

〈解脱＞ I竺＆t 2 ・ 1•.. 2：をとい

う附lがIIにつ占ますが．ぞれ（；失敗し

ます。鍬を 3ニに伶て.ikの3三なが

!tやかなキメ 下です．よilで.！.＇』の111俸
となります．

(ili(ijl(jl9ベージ｝

包54・0731所在地／黒部市消防署向側診療時間／午後7時～午後11時診 療日／日曜日 ・祝日ー 新川地区休日夜間急患医療センター
圃ID



あなだの回りの身近な話題を待っています（ft83－竹00内線204）ヘ。広報係では，& Topics News 

一一久家庄小6年生が「有磯苑Jに車いすプレぜント

各 8:Iデf回万の真J乙

大
糸
JI: 

校
グ〉

人
が
．．． 
一川
・．
日
、
特
別
抗
筑
波
在
人
ホ

S
O
Sに
備
え
て

ー
！
遭
対
協
が
冬
山
訓
練
ー
ー

側
川
係
十
刀
州
山
岳
遭
難
対
策
協
議

会
の
背
さ
ん
が
：
J

川
十
・

一、
十
一．．
 

H
 

の
．
．
 

日
間
、
朝
日
町

・
η海
町
の
境

界
に
あ
る
臼
丸
山
で
冬
山
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。

会員優等生でした
一 一あぎひ総合病院で

「高血圧・it;臓病教室」修了式一一

あ
さ
ひ
総
人
H

州
院
で
：
・
一川

．
川
、

「h
u
川’肌一比
・
心
臓
病
教
山
南
」
の
修
了

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
忠
者
や
住
民
の
枠

さ
ん
を
対
象
に
昨
年
四
月
関
税
。
町
山
師

や
看
護
い
蜘
・薬
剤
師
な
ど
を
講
師
に
、

十
．
川
ま
で
毎
月
．

問
、
ヒ
凶
に
わ

た
り
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
修

f
バ
に
は
、
受
講
川

卜
・1
人
が
山
出
。

h
J
川
悦
日
以
か
ら
．

人
ひ
と
り
に
修

f
ぷ
引
が

T
泌
さ
れ

ま
し
た
。

崎

崎

前I

卜.iliド

Jllf 

同I

3!f' 

ど窓

'1.: 

f安

•,!. 

－
E
 ．
 

・・利l

介

fljl？ム
千忠則）伸之介

人

H 

徹

お習とわか広
柄本 HU弘 i毛リ｝ I.彪

悦 f

I谷11)
~長引大

；；•；！佐
i古美長山手キ

長崎Ill起夫 M: ~｝綿n.11:1英

f. r1i照明 一一
長ム；咲fOJ：兵

2リj‘；L 
小枝

1）＜』b

｜前］.~~

佐渡

稲j長

小作：j也

IBT 戦

ビ

香

山本山紀夫
iえ~｝拓τ・｛手

義治
1E！忠長次桃

1)< I・. 

L... 

「h
制
峨
苑
」
を
劫
札
、

ア
ル
ミ

缶
な
ど
を
阿
収
し
た
お
金
で
口
っ
た

市
中
い
す
二
台
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し

た。
f
供
た
ち
は

．
昨
年
か
ら
こ
の
日

の
た
め
に
ア
ル
ミ
缶
川
以
を
附
始
。

財
人
会
な
ど
地
域
の
人
た
ち
の
協
力

ら
あ
っ
て
、
．
．
 

年
川
で
約
八
万
仰
を

集
め
ま
し
た
。

、、、

こ
の
日
は
、
約
八
万
川
で
山
口
い
求

め
た
よ
午
い
す
を
持
参
。
「
卒
業
を
前

に
私
た
ち
の
夢
が
か
な
っ
て
う
れ
し

い
で
す
。
特
さ
ん
で
使
っ
て
く
だ
さ

い
」
と
入
所
お
の
代
ぷ
に
下
泌
し
、

お
返
し
に
手
作
り
の
ち
ぎ
り
絵
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
い
ま
し
た
。

アノレ

県
が
公
募
し
て
い
た

「
ふ
る
さ
と

一h
地
点
が
こ
の
ほ
ど
決
ま

の
眺
め
」

り
、
朝
日
町
か
ら
問
地
点
が
逃
ば
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
富
山

の
す
ば
ら
し
い
風
景
や
身
近
に
あ
り

な
が
ら
知
ら
れ
て
い
な
い
地
点
を
紹

介
し
、
ふ
る
さ
と
を
再
認
識
し
て
も

ら
う
の
が
狙
い
。
県
内
全
山
町
村
か

ら
約
・
．行いハ
ト
地
点
の
泌
拡
が
あ
リ

ま
し
た
。

側
川
町
の
問
地
点
は
、
「
北
山
川
れ
動

小
中
道
成
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
」
「
川

辺
8
U線
城
山
ト
ン
ネ
ル
米
側
川
什

付
近
」
「
域
山
．

一の
一
九
」
「
不
動
吹

遺
跡
」
の
問
つ
。
そ
れ
ぞ
れ
、
ヒ
ス

イ
海
岸
や
富
山
湾
、
判
H
舟

・
れ
馬

岳
・
な
ど
す
ば
ら
し
い
眺
め
が
出
が
る

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
眺
め
に
行

っ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

ィ：重}J•\i:

県
警
山
系
警
備
隊
の
メ
ン
バ
ー
も

加
わ
っ
た
訓
練
で
は
、
ピ
ッ
ケ
ル
や

ザ
イ
ル
ワ
ー
ク
、
勺
制
作
り
、
救
助

行
の
搬
送
な
ど
を
実
門
。
山
系
が
な

い
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
も
、
冬
山
の

S
O
S
に
備
え
て
数
助
テ
ク
ニ
ッ
ク

を
附
き
ま
し
た
。

一
筆
啓
上
絵
を
添
え
て

ー
僻
俊
民
判
明
、
は
が
h
e
絵
教
室
｜

手
紙
に
ち
ょ
っ
と
し
た
絵
を
描
い

て
込
る
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
お

う
と
ぺ
丹
二
卜
六
円
、
泊
郵
似
同
で

は
が
き
絵
教
主
が
附
か
れ
ま
し
た
。

宮
崎
山
身
の
凶
谷
逸
郎
さ
ん
を
抗

附
に
迎
え
た
こ
の
教
室
に
は
約
卜
五

人
が
参
加
。

『
へ
タ
で
い
い
へ
タ

が
い
い
』
を
A
N－－
A
史
に
、
裂
し
く
絵

消
ド
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

絵
が
あ
る
だ
け
で
、
受
け
取
る
人

の
点
び
も
惜
別
。
あ
な
た
も
身
近
な

感
品
川
を
似
リ
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

，，・

葉
は
心
の
扉
か
ら

i
l
昔
、
わ
や
か
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
つ
ど
い

｜
｜

失
語
肢
に
悩
む
人
た
ち
を
招
い
た
の
集
い
」
が
一二
川
八
日
、

コ
ミ
ユ
ニ

「
き
わ
や
か
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
テ
ィ
ホ
l
ル
「
ア
ゼ
リ
ア
」
で
附
か

れ
ま
し
た
。

ユコロ

こ
の
集
い
に
は
、
脳
卒

中
な
ど
が
原
凶
で
失
語
症

に
な
っ
た
必
者
さ
ん
や
家

族
、
医
抑
制
凶
係
行
な
ど
約

－

h
人
が
参
加
。
点
以
都
多

聞
い
乞
人
以
似
セ
ン
タ
ー
の

．．
 

U
M
山山町
法
上
、
山
地
雌
向
よ

さ
ん
の
桁
引
で
、
必
打
と

介
護
祈
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
と
り
β
や
敢

に
よ
る
リ
ハ

ビ
リ
法
な
ど
、

台
東
を
取
り
民
す
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。

3人 UJ誕乍

おめでとうございます

盆！
il；岩・ ~』｛，f

小松＂ j

,Ji; HI 

山崎

必塚

,((•. w rli 

ごめL'lffiくを み
梅 i事隆行（51) 中町

木村 i以策（85) 本田1

M 古Ii 友 J大（78）恰 jぷerr
~·；· i皮うめ（84) イ｛線。ii

J際 川 久 松 （87) 似闘I

松 ド 忠 良 （・(56) 小 !1! 

l民総収増税（82) 舷

長 iIt淑枝（44) l別 ~f

久状ll 秀雌（67) 経

i也 Ill 林 iii (79) j1ユノ lI 

※このコーナーに名前を載せて

ほしくない方は、役場住民課

受け付けにお申し出ください。
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た
作
品
で
あ
る
。

版
岡
山
系
間
部
普
治
は
、
朝
日
町
沼
保
に
生
ま

れ
る
。
満
州
引
き
上
げ
後
、
教
職
の
傍
ら
、
故

棟
方
ぷ
功
氏
と
の
出
会
い
が
ち
と
で
、
独
学
で

版
曲
制
作
を
始
め
、
間
十
数
年
間
制
作
活
動
を

続
け
た
。

ひの美術

じようもん lfんそう

「縄，~~~苧」（日夜匁混ぜ：ね1~）
｜羽 ms善治 大正 2年～平成4年没

）はlfri月比

V
今
月
号
か
ら
「
広
報
あ
さ
ひ
」
が

一
川
り
大
き
な
A
州
サ
イ
ズ
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
文
下
も

岳

部
人
き
く
な
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で

別
刷
り
だ
っ
た
町
民
カ
レ

ン
ダ
ー
を

本
紙
の
山
中
に
組
み
入
れ
る
な
ど
、

内

曲
作
も
少
し
変
わ
リ
ま
し
た
。
押
さ
ん

の
ご
感
想
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

V
と
こ
ろ
で
、
あ
る
人
か
ら
先
日
、

ァ
γ
レ
ピ
の
気
象
情
報
で
紺
介
さ
れ

る
朝
口
町
の
泊
の
風
速
は
、
い

っ
た

い
ど
こ
で
観
測
さ
れ
て

い
る
の
か
』

と
い
う
質
問
を
受
け
ま
し
た
。
よ
く

話
題
に
な
る
朝
円
町
の
風
の
強
さ
。

発
表
さ
れ
る
数
値
に
首
を
か
し
げ
る

人
も
多
い
よ
う
で
す
が
、
風
力
勺
咋
川
が

向
か
れ
て
い
る
場
所
は
、
町
の
消
防

本
部
の
m
m
LL
。
こ
の
地
点
の
胤
泌
が

ア
メ
ダ
ス
（
地
域
れ
象
観
測
シ
ス
テ

ム
）
に
よ

っ
て、

州
日
や
丸
山
川
な
ど

と
と
も
に
屯
訊
川
線
で
気
象
台
に
送

ら
れ
て
い
ま
す
。

V
と
か
く
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
あ

る
強
風
で
す
が
、
も
の
は
与
え
よ
う
。

風
の
持
つ
利
点
を
供
か
し
た
、

一
一風

変
わ
っ
た
、
お
も
し
ろ
い
町
づ
く
り

も
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
作
品
は
、
カ
ナ
ダ
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

で

聞
か
れ
た
、
川
際
主
術
訓
議
会

・
欧
州
美
術
ク

ラ
ブ
主
仰
の
「
－

九
八
九
ハ
午
引
代
日
本
絵
川
代

ぷ
作
品
川胤
」
に
山
品
し
人
選
。
作
品
が
保

μ

さ
れ
た
。
山市J
山
川
じ
卜
：・
棋
の
作
家
は
受
抗
を

何
ぴ
、
さ
ら
に
制
巡
し、

u本
の
尖
を
少
し
で

も
正
し
く
必
引
し
た
作
品
を
完
成
さ
せ
た
い
と

怠
h

刈
込
ん
で
い
た
。

地
域
文
化
の
振
興
に
も
力
を
尽
く
し
、
郷
よ

へ
の
賛
歌
と
も
い
、
え
る
、
朝
日
町
の
臼
然

・
文

化
を
描
き
就
け
た
。

1) 2.JiJl.(1:( 世帝数 5.175 （ー女 9.415(0）計 17,668 (- 4) 

さ

ふるさと美術館

名作鑑賞室

あ

管
「
を
一
鳴
い
た
大
蓮
華
の
山
々
を
行
に
、
縄
文

追
悼

間
部
善
治
木
版
画
展

不
動
堂
遺
跡
と
士
山
俗
が
捕
か
れ
て
い
る
。

こ
の

4
月
間
日
出
i
5月
四
日
目

一
般

4
0
0円
小
中
高
生

1
0
0円

作
家
に
し
て
は
、
め
ず
ら
し
く
色
鮮
や
か
な
背
を

億
円
純
文
時
代
に
生
き
る
人
々
の
く
り
ひ
ろ

げ
る
ロ
マ
ン
を
、
大
山肌
な
技
法
を
も
っ
て
揃
い

： ※ 
j主祭主
( l, ＼無度
} E主総UJ
Jす lこら
｝。怠 包
）~り月
）＊さま第
）在宅t~
）五一工
｛用き目
｝は’ ん 隠1塁の白
J JI、..，，
）賛渠美
~ ~舘術
) 'iを 館
）定おの
）~待入
｝さきち館

ヨ用41::J、県立泊高等学校で

行われた平成5年度の卒業式。

今年度は全日制217入、定時制16

人の合わせて233人が審の光を

浴び、新危な世界へと巣立って

υぎました。

在校生から花束を贈らn涙ぐ

む入、思師と手を握りあう入、

友人たちと記念写真を撮る人な

どなど……。式終了後名手ヤジ

パヌの中ιは、思f)出深川学び

舎ι別れを惜しむ卒業生や、晴

れの門出を祝福する在校生らの

姿がけつまでちありましな。

長ヨ月 E週表 l~~I

男 8.253(-4) 

感激を胸に旅立ち

泊高等学校卒業式

〔町の人口〕


